
                  
 
 
 

 

地域別経営研修会 in 湖東を開催  

 

令和 6 年７月 1８日に、経営の資質向上を図るため、管内生産者の経営研修会を一般

社団法人滋賀県農業会議主催、湖東農産普及課共催により開催しました。参加者 8 名は

スマート農業の導入目的と投資判断について理解を深めました。 

 

近年、スマート農業技術を導入する生産者が増える中、機械等の導入コストが高額であ

ることや、技術導入によるコスト削減効果が確認できない事例も見られ、生産者には経営

規模や経営目標等に応じた適切な導入判断が求められています。そこで、スマート農業技

術による経営改善効果や導入判断基準を学ぶため農と食といのちのラボの杉中貴代表社

員を講師に招き、本研修会を開催しました。また、当課職員はグループワークに参加し、活

発な意見交換を支援しました。 

参加者からは「投資判断の基準をボトルネックの解消と結び付けて考えられるようになっ

た」、「規模の大きい経営体でないと導入効果が現れないと感じていたが、試算の結果から

判断することの大切さを学べた」など新たな気づきがありました。 

今後も関係機関と協力し、スマート農業技術導入による生産者の経営改善に向け支援

していきます。 

研修時のグループワークの様子 
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